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このノートの第一の程的は、郭球若がどのように或いはどのような点にお

いて河上議博士（以下敷称を銘する）の行士会総畿と社会革命に関する

の考察』 （弘文堂審房、 1922・12・5)(I）を受容したのかについて、整理し検

ることにある。そのために、郭球若が f社会組織与社会革命（社会短鋲弓社

会革命） J] （商務部警館、 1925・5）の額訳を完成した 19 2 4年 7月号泣i降

震欝する所論と、河上議の所論とを、具体的につき合わせてみたい。

慢し、上記の課題を追求する時において、改の点に習意しておきたい。そ

れは、 行士会組識と社会革舟に関する若干の考察』の内容自体がマルクス主

を受容形成する過程における河上壌の一階還を記す性衰のものであった、

ということである了）さらにまた、当時（ 1 9 2 4年半ば以誇）において郭涼
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若も間じくマルクス主義の受容形成過離にあったことは言うまでもない。し

たがって郭沫若が、河上議の所論と接触し受容することを通じて、当時の中

習の情況下において、どのような課題とどのようにとりくもうとしたのか、

について、私は言及したし行これが／ト識の第二の自的である。

また第三に、文芸理論と関係する点において、明確な表現が見られないう

ちにも、郭沫若が河上議の所論から影響を受けている点、はなし、かどうか、若

干の推測を提出してみたい了）

II E社会組織与社会革命Jについての郭沫若の言及

f社会組織与社会革命』の版本

訟が自にすることのできた郭沫若訳『社会組織年社会革命』の版本は以下

の三議類である。

1 . H士会組織与社会革命3 （原著者 臼本河上富豪、訳述者 郭沫若、簡

印譲事館、 1925年 5丹、縦組、河上皇室原序 2賞、 自次 6頁、本文288頁、沫若

鮒おく 1924年 7月 1臼＞。上海居

2. f社会組織与社会革命J （著者 自本(Pf上襲、訳述者 郭沫若、嘉援

活、 1932年 5丹 5服、縦組、河上議原芹 2頁、自次 6賞、本文293頁、沫若

階自く 1924年 7月 1日＞。北京大学図審舘所蔵f)
3. 行士会組譲与社会革命』 （原著者 向上襲、訳述者 郭沫若、上海商

務印審館、 1951年 7月第 2版、損組、序＜郭沫若＞ 3賀、原序 2真、目次 4

頁、本文263頁、法若附自＜ 1924年 7月 1日＞。中国科学院密警館所蔵，8)

以下の記述においては、主として 19 2 5年 5月初肢の F社会組織与社会

革命Jに依拠することにする。

二．郭沫若の言及

1 9 2 4年以蜂における郭沫若の思想的転換（マルクス主義の受容）に際

しては、河上肇の『社会組識と社会革命に関する若干の考察』の翻訳が非常

に大きな作用を果した、と恵、われるアこのことは郭沫若自身の舎葉によって

罵知されている。郭沫若は、成妨菩宛て審簡、 f孤鴻j ( 1924・8・9、 『創造

月刊』第 1巻2期、 1926・4・16）において次のように語った。
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f当初ここ（福岡を指す…中井住）；こ来た私の生活の計留は、 f社会組議

と Jの 欝訳することでした。この本の翻訳は君が余り賛成

してくれないことで、私も、この本の内替について決して十分には議足で

せんでした。例えば彼（河上議一中井註）が早期の政治革命の企留に

不賛成なのは、マルクスの本意ではない、と患ったりしましたが、 しかし

この本を訳し終えて教えられた所は実に少くない、と思います。私はこれ

まで只護黙と髄入資本主義It矯惑を抱き、社会革命に信仰を持っていまし

たが、それは今やさらに理性のパックライトを得て、いちずな感槽的作用

ではなく会りました。この本の欝訳i主主の一生の中で較換期を作り出しま

した。半睡状態から私を呼び覚してくれたものはこれですし、岐路の訪議

から私を引き出してくれたのはこれであり、死の暗影から私を救い出して

くれたものはこれなのです。私は拝者に非常に感謝しています、私はマル

クス・レーニンに深謝し、私がこの本を翻訳するのを援劫してくれた友人

達にも非常に感謝しています。私は二ヶ月ほど費やしてこの本を訳し終え

したが、訳述する中で悲の最も驚いたのは、平素少くとも私達が暴徒と

克なしていたレーニンやトロッキ一等の人々がし、かに綾密な頭脳を持ち、

いかにまじめな学者であったか、ということです。 j ( r諒鴻j 、1924・8・

9、前掲〉

また、 19 2 4年 7A 2 2 B付けfiiJ公教宛て番鱗（ r社会革命的時機、J < 19 

26・1・ 19、 第 1巻 10 ・11類、 1926・2・5＞所引）において郭沫若は

次のように言う。

f拡は社会・経議の誇科学については元元深い窃究をしておりません。只、

に対しではある還の罷僻心を持っていました。近墳、 f社会

組識と社会革命Jのー蓄を翻訳し終えた後、この括心はますます竪留とな

りました。 J(1924・7・払伺公敢宛て審鮪fl)
では、具体的にどのような点で郭諌若l玄関上撃の考え方を受容したのであ

ろうかの

盟 影響関評、の明瞭な点について

以下、緊響関採のあると患われる点を項目に分け、向上警察と郭球若の論点
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を対比してみることにする。

一．共産主義革命の過程をめぐって

1 .マルクスの三つの特期底分について

まず河上撃の所識から晃てみたい。向上翠は、 18 7 5年 5月 5f3付けプ

ラッケ宛てマルクスの番弱？と依拠して、次のように論ずる。

「この手紙を見ると、マルクスの所講共産主義には二期の区別があって、

その第一期は半成期とも謂うべきものであり、第二期は完成期とも謂うべ

ものであり、且つ此等二つの時期の前に、資本主義の社会から共産主義

の社会への過渡期があるの J （れ士会組織と社会革命に関する若干の

f下簿 第 1重量 資本主義より共産主義への推移の過程一マルクスの理想、

及び其の実現の退程j }13) 

の f過渡期j の内容について河上議はさらに、 f其れは、経済方面から雷

えば F革命的変革の時期』であり、政治方面から蓄えば『無産者の革命的執

という f政治的過渡期』 iこ属する j （関上J1ベと言う。また『共産党宣

引用しつつ、やや補充を加えて次のように指構する。

［饗するに之を政治方面から言えば、無産者の執権が行われ、之を経務方

掛から言えば、一切の生産手段が匿有とせらるることにより革舟的変革が

らるるのである。 i （関上rs)
設に f半成期j について、河上壌は以下のように論及する。

r i盈渡期が完結すれば、社会は共産主義の時代に這入る。しかしマルクス

の思懇の特徴は、歴史的発震に重きを翠く点に在る。 （中賂）此の事は、

彼をして完成されたる共産主義の一挙にして実現し得べからざることを、

信ぜしむるに至った。そこで彼れの考によれば共産主義は先ず半成期を経

過して、然る後その完成期に入るべきものである。 j （向上f6) 

f過渡期が完結したならば、経済方揺に於ては、あらゆる生産手段の富有

が実現されて仕まう 3 （中路）マルクスの考によれば、この生握手段の国

家的統一と労織の社会的結合とによる『金生産方法の変革』は、必然的に

巨大なる生産力の増加を欝すものである。 j （関上）17) 

fそこには生産手段を私有して不労所得を得つつある階級は無い、総ての

人が社会の労働者として働いて居り、その提供した労織に応じて社会から

各々一定の報舗を受けている。各傭人は『一つの形に於て社会に与えた所

のものと、照じ分量の労織を、抱の形に於て取り返えす』という点に於て、
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そこには所講 f労翰収益金部に対する護手ljJが

も可い。 j （間

されている、と言って

また f完成期j について向上撃は、 f共産主義が f箕の臨有の基穫の上に

壊するJ時は、早晩託金の生産力は巨大なる発議を為し、遂には各人の生存

を謀証することが i必ずしも盟懇でないようになる。そうなると、共産主義は

その半成期を経過して始めて其の完成期に入る j （関上jーと言う。河上撃

はブラッケ宛てマルクスの手紙の次の一節を引用する。

r f髄人の全部的発展と共iこ、生産力が亦た増加し、共需の奮の一切の療

が十分に流れ出された後、ーその時始めて、 （中轄〉社会は其の旗手！］の上

にく各人は其の能力に応じて、各人には其の欲望に応じて＞（中銘〉とい

うことを警き得ることになる。 JJ （向上

て、これらの問題に関して、一方、車~沫若は次のように論ずる。

f共産主義革舎は決して、今 8革命すれば、社会上の財産をただちに共有

する、というものではない。共産社会はもちろん共護主義者の自壊であり、

大同世界が孔予の自壊であるのと同じである。しかし後らはこの自擦に到

達しようとする持、決して一歩で離羅できるものとはせずに、後らにも一

定の段散りがある。私達はマルクスが共産主義の関撞であると知ってはい

るが、ただ綾i立、共産革命の経過には三つの時期を含む、と雷う。

自は、国家のカで資本を集中する、第二番患は、共有しうる産業の発展に

対して霞家の力によって努力する、第三番箆は、産業が共有できる軽度に

~j 遺して、その後みんなが始めて、 f各々その能力を尽くし、各々その必

要とするものを散る』ように、共産的理想、の社会を営む。 j c r窮撲的窮

談j 、1925・10・19、 f洪水』第 1巻 4号、 1925・11・1)

た｛患の場所では次のように言及する。

fマルクスは社会革命を三つの持期に分ける。無産暗殺執権（原文は無産

欝議等教一中井注）の後において、なお F共産主義の半成期Jがあり、す

べての生産と分配は国家の権力によって行われる。富家i土生産力をその隈

界まで発壊することに努める必要があり、その後に始めて完成した共産主

義に移行できる。 j c r到貰輿去j 、192長・ 12、 『蔀翠3第 3巻 3、 4、 5

類、 1925・8,9、10、底本は、 f学生時代 沫若告伝第 2巻』＜三鱗髪店、 1

978・11>) 

マルクスの三つの時期区分とそれぞれの内容について、 fµf 上撃と撃~沫若の
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見解がほぼ重なり合っているものであることが分かる。

2. レーニンの三つの時期区分について

共産主義革命の過程に対するレーニンのとつの時期区分について、河上肇

は以下のように論ずる。河上事選は主としてレーニンの fThe Soviet at Work J 

(1918）に依拠して、次のように指摘する。

f社会主義革命の歴史は大捧において三期に分つことが出来る。第一期は

主として精神的準備の時代であり、第二期は主として政治的戦儲の時代で

あり、第三期は主として経済的経営の詩代である。そうして此の区別は、

私の知っている範囲では、レーニンの諸著に最も明白に言い現されている

ようである。 j （『社会組織と社会革命に関する若干の考察』、 f下籍

第 5章 露西亜革命と社会主義革命j 、傍点は原著によるfl)
また河上撃はこれを関恭し、ヒノレキットの認を右段に付け加えて、次のよう

に示す。

社：

精神的準備

義革命｜政治的戦闘

）の持期一 先革命の闘争期

征臨）の時期一｜革命の闘争期

I （政治革命の遂行）

i革命後の闘争期

I （皮革命の鎮圧）

経済的経営（産業経営）の時期 （ヒルキットの期間別に

は此の時期を含まず） J 

（同上r)
河上議は、政治的戦関時期の開始がマルクスの苦う f過渡期j に入ることを

意味する、とする。

f要するに、政治革命により、社会主義革命の歴史の第二期たる政治的戦

闘期が開始せらるると共に、社会は始めてマルクスの所謂『過渡期J （資

本主義の社会から社会主義の社会への）に道入る。そうして其の過渡期は、

第三期の経済的経営期の長引くに従うて長引く。 j （向上？

方、郭沫若は何公敢宛て書髄において、この問題について次のように言

フ。

f社会革命は元元一飛びになしうるものではなく、世界の社会主義者も恐

らくー飛びに共産主義制度を実現したい、と軽率に考えてはいないでしょ
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つ。 革命の レーニンは、社会革命を三つの時期に分けています。

）戦闘時期、 （三）経営時期。ここからこの詣

の頭絡が周到綾密であり、問時iこ後退者に平壌な道を実欝的iこ指し示して

もいることが分かります。 j (1924年7丹22自、何公敢宛て警鱗、前搭）

郭球若はそれをマルクスの三つの時期臣分と比較し、思表として示す。

fマルクス自身が共産革命を三つの時期に分けていることは、＜窮漢的鱗

談＞の中ですでに述べたことがある。さらに上の警鱗で引用したレーニン

の言う三つの待期（ W The Soviet at Work J] ）によって両者比較してみると、

下の衰のようにすることができるの

i精神的準犠（主義の宣告）時期

i政治的戦闘（有産者の程撮）時期…革命的変革特期

レーニン i経詩的経営〈産禁の経営）時期一－ 共産主義の半成期 iマルクス

共産主義の完成期

( r社会革命的待機j 、1926・1・19)

ここでも、郭抹若が河上議の所論に依拠し受容しながら、レーニンの時期

区分とマルクスの時期竪分とを結合し表ポしているもの、と

の三つの時期がどれくらいの年丹を必要とするか、をめ

ぐって

上記の共産主義革命の過設と関連して、その岳、嬰とする年月について河上

は次のように指摘する。

f所講過渡期はどれ位続くものであろう？又共産主義の第一期（半成期を

揺す一中井註〉はどれほどの長さに宣るものであろう？？ノレクスは拘んと

も之に答えていない。レニンも wir wissen es nicht und konnen es 

nicht wissen （吾々は知らない、又知ることも出来なしサと言っている。 j

（『社会組織と社会革命に関する若干の考察J、 ［下議 第 1重量 資

義より共産主義への誰移の過謹 マルクスの理想、及び其の実現の過謹

方、これについて郭沫若は以下のように言及する。

「共産革命はこの三つの時期（？ルクスの三つの時期を揺す一中井注）を

経過してこそ成功しうる。しかもこの三つの時期がどれくらいの年月を

過しなければならないのか、夜、遼は知りょうがない。実際のところマルク

ス自身でさえも知りょうがない。 j （「窮漠的窮談j 、1925・10・19、前掲〉
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この問題についても、両者の指擁はほぼ一致している、と思われる；27)

三．国家資本主義の位置づけをめぐって

次に、 1 9 2 0年代初め実行されたソピエト・ロシアの政策が国家資本主

義を目指すものであったこと、また、関家資本主義の励行は産業の発達の遅

れた閣において共産革命が必ずとる影式・道筋である、とする論点、について

対比してみる。

向上壌は、 f社会組織と社会革命に関する若干の考察Jの f下議 第 6輩

政治革命後における露商震の経済的地位j において、レーニンの f農業税の

意義j ( r Soviet Russia J第 5巻 1号、 1921・7）を翻訳し紹介している。

レーニンは社会主義にとって必須の二つの条件を指摘する。

「社会主義は、科学上の最新の智識に従って建てられた大捜模の資本家的

技簡なくしては、又数百万の人間をば、生産物の生産及び分艶に関する問

準の厳密なる遵守に殿従せしむる所の、系統的なる国家組織なくして

は、到底不可能である。 （中島各）

主義は、更に之iこ加うるに、国家における無産者の支配なくしては、

不可能である。 j ( r農業税の意義j )28) 

1 9 1 8年当時、ドイツは経済的・産業的・社会的諸条件を社会主義のため

に構えた国であり、一方ロシアは社会主義のために政治的諸条件を備えてい

る、と雷う。その上でレーニンは、ロシアに現存する社会経済騒を、一．家

長的な幼稚な「農民生麗j < r農業税の意義J）、 fニ．小規模な高品生産J

（向上）、 f三．私的資本主義j ｛碍上）、 f四．国家資本主義j （同上）

f五社会主義j （向上？と分初体する。レーニンによれば、無産者の執

権の確立したロシアにおける現在の課題は、額勢を占める小ブノレジョア、及

び私的資本主義を国家資本主義の道に治って発展させ、その段階を通って社

会主義に至ることである、とする。レーニンは、 f脅しつつあるカタストロ

フ（危機）及び之が対策j (1917・9）を引用して、 r r国家的独占の資本主

義は社会主義のために最も完全な物質的準鑓である、それは社会主義への＜

玄関＞である、それは歴史という梯子段の中にある諮段の一つで、比の諮段

と社会主義と称せらるる踏段とのi会中には、分在している蕗段は一つもない。』

J < r農業税の意義jfo）とし、 f物質的、経済的、産業的の意味に於ては、
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喜々はまだ社会主義の F玄関Jiこも遣していないと長うこと、及び来

ぎる蛇の f玄関』を経Eおしてでなければ社会主義に道入るべき道誌タトにないj

（向上）31)ことを論ずる。

のため先ずレーニンは、内戦により疲弊した農畏の地｛立を改

を増加し、ひいては国民産業の発壌を引き出すために、食料強制畿勢の代り

に驚襲殺を誤用した。レーニン段、これにより小議本家的産業の発壌を梶し

ながら、それを語家饗本主義へ響こうとする。また利権警告iJi翼政策（一定期間

外国資本に経営議・利権を契約iこ基づいて譲る設第）の諜用 iこよって、大規

壊生産を恕こして国家資本主義を育成することを展望する。同時に小企業の

組合を組織し＜ r組合的j 資本主義）、将来大経営へ務行させることがで

る可能性を、またそれらへ大多数の人口を含みこむことによって先資本

約諾関｛系を除去する可能性をも、壊望している。

f資本主義は社会主義に比ぶればーの審悪だ。けれども中世的制度と、小

規撲生産と、小規機生産者の分散に伴う官擦政治とに比ぶれば、議本

はまたーの藤議だ。菩々が／ト規摸生産から社会主義への薩譲の推移を実現

することがまだ出来ない限り、その範菌iこ於て、或る謹震の資本主義i立小

規護生産及び交換の本質的濯物として遊くべからざるものであり、又その

範囲に於て、喜々は資本主義をば（特に其れを霞家資本主義への道に沿う

て挙事くことに於て）、，J、競続生産と社会主義との簡における途中の連鎖と

して、吾患の生産力を高めるための手段、道行、方法として、科用しなけ

ればならぬのである。 j （関上r)
もちろんここには、救護が無産数党の手にあることが離器となっていた。

一方、この点について郭法若は以下のように論ずる。

f第一第二の革命｛マルクスの共産革命における過渡期と半成期を指す

中井注）の途上においては、いわゆる共産主義とは明らかになおまごう v

とない留家資本主義ではないか。さらに怠遼にはそれを証明する事実もあ

る。私遼の知つてのとおり、ロシアは共産革命を案作している国家である

が、今、まぎれもなく国家資本主義を実行している。 j < r窮漢的窮談j 、

1925・10・19、前揚〉

また郭涼若は、半鐘民地の状態下にある中盟において、どのような中国変革

が可能であるのか、について次のように言う。

f私遼は現在共間管理を恐れている時ではなく、どのようにすれば、この
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既成の経済的国際共管の下から離脱できるか、を考えるべき時なのだ。外

国人は掻めて強大な経済的戦鶴力をもって私達に君臨しており、私達は知

らずしらずのうちに、無条件で私達のこの世界最大の、しかもほとんど唯

一の市場を彼らに提供している。 （中賂）唯一の活路は、彼らの経済的侵

略に徹底して反抗することではないのか。彼らの経済的鐙絡に反抗しよう

とすれば、その第一歩の手段は彼らを保護する諸条約を境棄し、その後相

当の資本を集中して、経済場裏で彼らと死戦を決するべきではないのか。

（中略）私達一国の中で資本を最大程度まで集中させうるのは、国家を単

位として、国家の権力で国家資本主義を実行することにのみあるのではな

いか。また言い換えれば、全国の私有財産を国家の手に収集し、国家を単

位として産業を向上させるよう努力し、外国人の侵略を防ぐことのみがあ

りうるのではないか。こうなると、共産党人が話をしなくてはならなくな

る。私は共産党人ではないけれども、マルクス主義について、議光氏の本

を潜りて少し研究したことがある（私の翻訳した向上皇室著『社会組織与社

革命』の原本i士、霊光氏が私に借してくれたものである）。国家資本主

の励行は、麗業の遅れた国で共産主義革命が必ず取る形式である、と私

は思う。それならば共産革命を実行することが共管に抵抗することではな

いのか。共産革命を実行すると i玄関家主義を実行することではなかろうか。 j

( r共産与共管j 、 『洪水』第 1巻ら号、 1925・11・16)

また、 r－摺偉大的教書11J ( 1925・4・26、 『議報創刊』第96号、労働節記念号、

1925・5‘I) で、郭沫若は、第一次世界大戦期における中国紡嬢工業の勃輿と、

大戦終結後の衰退破産を例として引きながら、次のように言う。

f絶大な教訓｜はここにある。すなわち個人資本主義がたとえもっとも人間

性の自然に合うとしても、たとえそれが告然な発展の中で社会主義の実現

を促進する様々の可能性を持つものとしても、しかし現在の中国において

はその発達を期待する希望はなくなっている。

私達がもしも永遠に人の奴隷となることを望まないなら、永遠に世界の

資本主義国家の従属国となることを望まないのなら、私達中国人には歩い

ていくのに良い一本の道が残されているだけであるーすなわち国家資本主

義の政策を採用して社会主義の実現を期するのである、労農ロシアがこの

一本の道を歩いており、それは私達の道を切り開く先鋒である。 j

< rー髄偉大的教訪11J、1925・4・26;33)
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それ教に郭沫若は次のように言う。 f絶対的な盟家議力がなければ発建でき

ないものであるとすれ眠、私達は当然より近い道筋を取るべきである j （向

公敢宛て審構、 1924・7・22）として、 19 2 4年当時の円五翠J涼の関営政葉

iこ賛成しつつ、さらに、 fこの政策の先決条件は現政府を推し拐iさなければ

ならないことですj （向上）、とする。郭沫若は、国家資本主義を推し進め

るためには、現政府を打倒する政治革命が必要なのだ、と考える o

p のように、この場合郭沫若辻、河上撃の懇訳するレーニンの所論をその

まま掻述しているのではない。郭沫若は、 19 2 0年代半ば頃IB中間の置か

れた世界上の経済・政治的現況に立って、共産主義革命における政治革命を

経た後の、国家資本主義の必須性を説くものである。しかしそれとともに、

郭沫若のこの立議の根誌には、産業の発逮の運れた閣において社会主義へ至

る一つの必撲な経法的条件としての語家資本主義に対するレーニンの｛立麓づ

けがあ v_P:1）同時に、もう一つの条件としての無産者の執権（政治革舟）の必

須性に対するレーニンの指檎が存在している、と患われる。 （政治革命を経

ての社会主事禽という点は、部上肇が換り返し指摘した点でもある。

一釘一



［注］

(1) ：私が巨にすることのできた『社会組織と社会革命に関する若干の考

察』の抜本は以下の三種類である。

1 . f社会組織と社会革命に関する若干の考察』 （向上譲、京都

弘文堂審第、 1924年＜大正13年＞ 3月10日、第 10版、序 5頁、目次 2

頁、縞目 7頁、本文590賀、上越教脊大学E遺書館所議、背表紙・奥付は、

と社会革命Jとする。なお、初駿は、 1922年＜大正11年〉

12月 5日と記す。）

2. f社会組織と社会革命に関する若干の考察』 （向上譲、京都弘

文堂番携、 1925年＜大正14年＞ 3月 1日、第13版、序 5東、目次 2真、

縮図 7貰、本文590真、背表紙は破損、奥付には、 『社会組織と社会革

命』と記す。初販の臼付は上と問じ。）

3 と社会革命に関する若干の考察』 （向上議、 f河上

第12巻＜岩波警店、 1982年 8丹24日、底本は第14版、 1926・2

寸＞所収。 f中篇 第 4章 社会主義指jの下における｛恩人の生活（欝

) Jの訳文が省略され、 r f議 第 6憲 政治革命後における霧西

の経済的地位〈翻訳） Jの訳文が省賂されている。）

の小論においては、現在私の手もとにある、 2の第 13版に主と

して依拠する。引用の社方i土、！日長名づかいは現代伎名づかいに、 i自

字体i主新字体．に、それぞれ改め、送り絞名はそのままとし、ノレピは省

賂する。以下同じ。

(2) ：『創造十年続編』 （上海北新審局、 1938・1、底本は、 『学生時代
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沫若自伝第二巻JJ＜三聯書店、 1978・11＞）第 2輩の記載によると、郭

沫若は、 19 2 4年 4月 18日付成市吾宛て審舗を引用し、 f半月以

来河上壌の f社会組織と社会革命』の訳読にかかりきっています。恐

らくなお三遇関あれば終えることができるでしょう j 、とする。また

開じ第 2撃で郭沫若は、 「朝早くから深夜まで書き、 50日間｛立書い

てとうとう二十万字以上の大著を訳し終えたj 、としており、ここか

らすると、 19 2 4年 5月中にi土初稿を完成していることになる。

f郭沫若年譜 上J （饗済民等編、天津人民出版社、 1982・5）が 19 

2 4年 5月下句の項lこ、 r w社会組織与社会革命』 （＜日＞河上肇作）



訳し終る、ニヶ月近くを費すj 、とするのは、

による、と患われる。

の記

ただ、 f社会組織与社会革命J f下議 第六家 政治革命後殻羅務

経済的地｛立j の f法若附岳 j によれば、 f民爵 13年 7月 1日夜半

校訂後民れを記すj とあるので、 19 2 4年 7月 1日のこの時点が蔀

務印審舘版『社会組織与社会革命J ( 1925・5）の最終議の完成時、と

考えておきたい。

(3) ：私が爵を通した河上撃に関する諜 －議考は、不数強のため以下

のものに止まる。

f河上撃の人と悪懇j （大内兵畿、 f河上警察 現代日本思想、大系 19 j]、

1964・2・10) 

（吉田光、東京大学出棋会、 1976・11・I)

r fある日の講話Jの河上肇j （内田義彦、 『作品としての社会科学』

＜岩波警店、 1981・2・10＞所設）

rt可上襲撃一一つの試論j （向上）

f河上塁率 芸欝と人生』 （杉諜四郎・一議知義、新評議、 1982・1・10)

f河上議そして中国一尽自魂飛万里天－ JJ （ー権知義、岩波警f吉、 19

82・8・10)

f河上襲撃 人間識と思想議j （柱谷一彦、 F河上警察 器本の名葱 49 JI 

＜中央公議社、 1984・12・20＞所収）

n五1上議一日本的マノレクス主義者の肖橡J （ゲーノレ.L.パーンスタ

イン著、清水靖久等訳、ミネノレヴァ審房、 1991・11・30)

(4) ：その場合、小谷一郎氏の論文、 J r ≪誕蜜採》と郭抹若j （『創

＜伊藤嘉丸議、アジア出版、 1979・10＞に補注＜ 6＞とし

て所収）、 2. 「郭球若と 19 2 0年代中国の『国家主義』、＜誕

＞涼をめぐって一郭球若 F革命文学』議提唱、広東行、北伐参加の背

景とその意味j （『東洋文化J第 74号、 1994・3・24）が指織するよ

うに、郭法若の議論は F孤箪』採との翰争の中で表明されたものと

える。この小畿で私の検討する所は、 f誕翠JE表との論争を通じて郭

沫若の表明した思想、が、向上撃の所議からどのような影響を受けてい

るものか、或いは反論しようとしているものか、という点であり、こ

の点、を自分なりに明らかにしたいと思う。
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なお、郭沫若が河上壌の患想、に引かれていく藍接的契機となったもの

には、恐らく『孤軍』派の人々（陳慎侯・林霊光等）との交流による

所がある、と思われる。

また郭沫若と河上警察との関孫を論じた専論には、私の自に触れた摂

りで次のものがある。 1. r r可上議学説：；郭沫若前期文芸思想転変的

『中介JlJ （新明金、 『郭沫若縦横論J、主錦理等編、成都出版社、

1992・9）、 2. f翻訳『社会組織年社会革命』所担的影響和作用 j

（薬桂生、向上）。これらの内容については、適宜後の注で触れるこ

ととしたい。

(5) ：郭法若の文装観の推移について怠なりの見方で論じたことがある

( r 事~沫若『革命与文学J における『革命文学』提唱についてのノー

ト＜上＞ J、 『言語文化論集J第 12巻 2号、名吉盤大学総合言語セ

ンター、 1991・3・30、 f郭沫若『革命与文学Jにおける『革命文学J提

唱についてのノート＜下＞ J、 『言語文化論集』第 13巻 1号、名吉

農大学言語文化部、 1991・11・30）。ここでは、郭沫若の社会・経済観

の前進の内容にかかわる角度からこの問題をとりあげてみたい。

(6) ：この版本（以下、 19 2 5年版とも呼ぶ）の複印は、中国社会科学
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院文学研究所研究員（教授）揚義氏によって紹介された上権教育学院

中文系爵l教護鴇鈴田氏の骨折りを経て、手iこ入れることができました。

ここに記して問先生に心よりお礼申し上げます。 （なお、 『河上翠そ

して中出』＜一海知義、前掲＞の fII 向上主義と中国革命j によれば、

京都大学経済学部所議の A 本がある。これは、そこに印霜I］された表題

の審き方から判断して、 19 2 5年販と思われる。朱見。〉

この版本は、 f創造十年鋭機』 （上海北新審問、 1938・1、前場）に

よれば、発行後まもなく商務印議事館が自ら出瓶を止めた、と言う。ま

た、 19 5 1年改瓶重印本（第 2版）の郭沫若 f序j (1950・10・23)

によれば、そのため世の中に流通した部数も少なかった、とする。

なお、河上撃は、 『社会組織と社会革命に関する若干の考察』 「下

編 第 6章 政治革金後における露西軍の経済的地位j において、

『SovietRussia J第 5巻 1号（ 1921・7）の f農業税の意義j を翻訳し

ている。その時河上議は、最後の数行を省絡した。郭沫若は、この省

略された部分を、何公敢から借用した『 SovietRussia Jによって補い



訳出している。その部分は以下のとおりである。 （中盟諸原文の引用

については、できる限り欝捧宇：を用いることにする。以下関じ。）

「我｛円安 i毘毅和患害斗争，認 ff] 不能不大胆地和患寄翠 i説。大工、~ls

没之不得不延期，工救勾：氏 .1/l的件物交換之不能禁止，既己発昭ぷ了

我官、］，戎官］不能不故教更存易若手的小工す~之建没。我れ不能不｝主人 j喜

一方面功工， 以支持主主れiさ一方面的残局， iさ凡九乎被占支争与封鎖

盈接交了。我す］克詑如何不能不采取一切的手段以費支易友隈，我ff]

m資本主文，自治資本主文箆諮問出子地主与存芹険鼓之祭済的渡

来， f~l f芳衣政符之存イE. 己発十分受 f隈制，十分受7議官子。法

衣 1［左説之援本現念，速是ぢ笠詐的意文。」 （『社会招奴勾社会革

命J 、 「下篤第 6章第 8昔前j社会主文之揖：静J 、高各 i::fJlS 'r1点、

1925-5) 

こうした捕足とは逆に、郭沫若の翻訳には省略部分も晃うけられる。

例えば、河上翠打士会組識と社会革命に関する若干の考察』 （第 13 

綾） f下議第 5章第 8壌経済的経営（産業 経営 ）期 と社 会

革命の成就j における 55 1寅 8行自から 55 3真 1行自にかけて、

!J、巣龍三の f社会組織の経誇理論的批評』からの引用がなされている。

しかし郭球審の翻訳はこれをすべて省賂する。そのため 55 3頁のこ

れに関連する記述（ 5 5 3真 4行自から 6f予告まで、また開頁 11行

苦から 14行自まで）も省絡される。

こうした類の省賂部分があるのは事実であるが、郭沫若の翻訳を罪、

本とつきあわせて見た場合、議して設えば、ほぽ、非常に忠実な翻訳

と言える。

（？） ：この版本｛以下、 19 3 2年版とも呼ぶ） I士、 19 2 5年賎と比べ

ると、河上皇室浮の呂付部分が次のように変更されている。

1 . r；本名是自 19 2 1年 3片杢 19 2 2年 iQ月．特近両年i国隅吋

f寄友表迂的治文纂集成的。 （中路）

1 9 2 2年初冬河上肇」 （高各 E:fJIS情、 1 9 2 5年 5月）

2. 「本名是由 19 2 5年 3月歪 19 2 6年 iO月．特近両年制限吋

長号友表泣的 i1:;文纂襲成的。 （中路）

l 9 2 6年初冬向上肇J （嘉接持店、 1 9 3 2年 5月）

この率実はっとに、 『郭j京若研究資料（下）』 （玉喜ii昭等鍾、中盟社
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会科学出版社、 1986・8）の『社会組織与社会革命』の項（ 2 6 3頁）

で指檎されている。

(8) ：この版本（以下、 1 9 5 1年版とも呼ぶ）の郭沫若 f序j (1950・
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10・23）によれば、期務印書館はこの本を改態護印販として出版する時、

郭沫若に時開的余揺がなかったため、呉沢炎に依頼して校訂したもの、

と言う。郭沫若は、呉沢炎の校訂を経て訳文がー麗中母語らしくなっ

たことに感謝している。

なお呉沢炎は校訂にあたって、郭沫若にいくつかの意見を述べてい

る。郭沫若はそれを引用しつつ、次のように言う。

r f河上議の席、文には、まま意識の在り方の余り精確でない所があり

ます。 （中賂）その発言は必ずしもすべて適窃というものではあり

ません。』

これは少しも間違いのないことであって、読者は注意されたい。

中トロッキーの三ヶ所の言論は、すでに削除しました。 J
私はまったく賛成する。私は、河上警察は亡くなったが、後もまった

く蜜成であろう、と信ずる

『下嬢第 6童撃はレーニン著く農繋説の意義＞の翻訳であり、英独文

に基づいて訳出しています。露議本《レーニン選集二巻本下巻》と

はいささか離離があり、剤験しても長いようです。』

私i士、やはりそれは残しておく方が良い、と思う。 ゎ、ささか離騒

があるJけれども、 ill曲や誤りはない。留めておくことが、本番全体

の内容をー露的確なものにさせるし、河上博士が当時一歩議選しよう

とした方向を示すことにもなる。 j < r序j 、1950・10・23)

故にこの版本は、呉沢炎によって訳語の校訂を経たほか、原本に引

用され 19 2 5年版に翻訳されたトロッキーの言論を削捺している。

原本に引用されたトロッキーの言論と 51年版削除部分は次の通りで

ある。項屈の中に示す頁数は、 円士会組織と社会革命に関する若干の

考察』 （弘文堂書房、第 13版）による。

1 .中篇第 3章第 4項における、 ｛労働組識の問題j （トロッキー、

fテロリズムと共産主義一カウツキーを駁す』のー輩、 r Soviet 
Russia J、Vol.N. no. 3-6.1921）の一部信用（ 3 5 6頁 8行自ー 3

5 8頁 5行自）。



5 1年肢は、 35 6葉の 5行自から 35 8裏 5行自にあたる部分

を削除。

2. 中議第 3撃第 4項における、露西軍共産党第 9回大会（ 1920・3・2

叫におけるトロッキーの発言（ Pasvol誌y, f官1e 主con伎nics of 

Co部 rnunisrnJJ、1921）の引用（ 3 5 8藁 8持回一向 12行自）。

5 1年壊は、 35 8頁 6行自から関 12行自にあたる部分を削除。

3. 中議第 3章第 4壊における、 f Socialism and Perso部 iLibe主将rJJ 

(Dell, 1921)からの引用（ 3 6 4寅 10行爵－ 365関 1行自）。

5 1年躍は、 36 4真 9行路から 36 5糞 1行践にあたる部分を

削除。

4. 下議第 1章第 l壌における、 f労畿組識の露関題j （トロッキー、

f Soviet Russia Jl . vol. N. no. 3-6、1921）からの引照（ 4 1 0寅 1

6行畏から 41 1寅 9行自〉。

5 1年践は、 4 1 0貰 13行吾から 41 1質 9背留にあたる部分

を高lj除。

5. 下議第 2章第 3壊における、 f Our設針。lution』 ( Tro包ky,1918) 

からの引爵（ 4 4 9頁 8行自から 45 0頁 5行自〉。

5 1年肢は、 44 9資 1行自から 45 0寅 5行自にあたる部分を

寄せ

6. 下議第 S章第 8壌における、 f Our Revolution』 ( Trotz勾， 1918)

からの引用（ 5 5 4頁 4行自－ 5 5 5東 1行呂、この引用の内容は、

5とi苛じ）。

5 1年賎i土、 55 4寅 1行自から 55 5頁 1行自にあたる部分を

削除。

故に、 19 5 1年壊におけるトロッキー引用部分の割除部分は、

f序j (1950・10・23）に言う三ヶ所ではなく、六ヶ所である。 （なお、

トロッキー引用部分について、 19 2 5年肢では原本に忠実に訳して

いる。）

また訳語が 51年版においてどのようにー麗 f中国化j ( r序 j

1950・10・23）されたのだろうか。その鰐を挙げておく。最初に、 f中

議 第 2章 第 4項 活動自体に｛半う肉捧的の苦痛及び2快楽j の一部

分を｛壬意にとりあげてみた。
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1 . f労畿の舞諮化は二つの方面に行われる。ーは一定の労働を簡単

な肉体的運動の単位に分割することで、こはその運動を繰り返すた

めに之に一定の調子を附けることである。労働の調子を取るために

役立つもので最も簡単なのは、労働に伴うて自然に発する所の音響

である。 j

2. f芳幼之舞揺イヒ有両神方面・ （ー）是把一定的芳i;JJ分析治簡単的

肉体返劫之単柱， （ニ）是使忌i;JJ反援対依一定的背奏。友生芳ギj之
官奏的最簡単的方法，是描芳功而自然没出的声駒。」 ( 1 9 2 5年

版。 19 3 2年版も同じ）

3. f芳忍1的舞揺化帯雨林方面． （ー）是把一定的芳幼分析えj箔単的

肉体忌劫的単位． （ニ）是使i尋坊反隻肘依一定的背奏。友生芳功的

背泰的最筒単的方法．是髄芳忍ji日自然！支出的声駒。 J ( 1 9 5 1年

版）

ここでは古文的な f之j を f的j iこ改めているのにすぎない。

次iこ、 f下 籍 第 3章第 1項共産宣言に含まるる社会政策j か

党叢設Jの一部をとりあげてみた。

1. r w－. 土地所有権の廃止、及び地代は之を挙げて国庫の議出に

換すること。 （中賂）

『五．国家の資本と排他的独占とを有する国立銀行を設け、之によ

りて器用を国家の平に集中すること。 （中略）

『十．総ての児童を公に無鎮で教育すること。現在の如き状態、にお

ける先輩の工場労働を撰止すること。教育と物質的生産とを連絡す

ること等。』 j

2 . r w ＜寸土地所宥校之疲 Lt：，地其地組以｛共詞療之歩出： （中略）

（五）役立有国家資本及斐断精神的国立銀行以集牧信用子関家之子

中： （中路）

（十）一切Jし輩出公家元抱住地教育、 j表i上目前現状的 jし輩之工場芳

功，教青勾物践的生活之連絡等。 JJ (1925年肢。 19 3 2年

販も同じ）

3. ff（・）剥与土地所寄叔，以地祖先関家支出之用： （中賂）

（五）姪j立国家資本的勾完全華断的国家操行去集中信貸子関家手中

（中路）



（十）対子一切JL童実地公共的免礎的教育普取消現有形式下的r-r勾

i；芳ぷj， 教 詩 句 物 窓生i伐採系起来等。 JJ (1951年額）

この例では、雷葉も句法も変えて訳しなおしていることが分かる。

また、この巽沢炎の校許を経た改腹重印ヌド f社会組蟻与社会革命J
初按がいつ出版されたのかという点について、上海高務印審館 19 5 

1年 7月第 2肢の奥付けによれ点、 r 1 g s 1年 4丹第 1版j と記さ

れている（ r郭沫若研究資料集＜下＞』＜中間社会科学出版社、 1986

・8＞の記載も同じ）。しかし、 f郭沫若葉タト序按集J （盟J，，人民出版

社、 1983・2）の注釈によれば、 19 5 0年 10月北京高務印書館改販

印としている。どちらに故るべきか、未詳。怠は、とりあえず前述

のように、この臨本を 19 5 1年肢と呼んでおく。

(9) ：；郭球若は、 『創造十年続編』 （上海北新議題、 1938・1、前掲）で次

のように言う。

「河上肇博士の『社会報識と社会革命Jは披の傍人的雑誌『社会問

題研究jJIこ発表した諾論文を編纂したもので、その平明で適切な筆

遣いは自本の読書界を愚離したことがある。援は論議支福田徳三博士

の誤った理論を論破しており、日本の初期マルクス経済学説の高輪

とみなすべきものである。 F社会問題研究』は、発刊している持、

思も鱗片的に購読したことがあるが、系統的本震的な認識にまで至I]

遼していなかったので、印象は薄かった。しかし作者の編纂になる

文集を得て、また社会科学に対する私の轡様と、さらにさし追って

解決しなければならない一家の生活の必要もあって、この懇訳を始

めた。 j

この記述によって、郭法若i士、 行士会組識と社会革命iこ関する若干の

考察3の翻訳以前に、雑誌『社会問題研究』を断片的に購読していた

こと、しかしその時の印象が薄かったことが分かる。

葉経生l土、 f翻訳『社会組織与社会革命』所記的影響和作用 j （前

揚〉において、 19 1 5年から 19 2 3年における郭涼若のマルクス

主義に対する言及を解釈し、また 19 2 4年当初の構況について次の

ように指擁する。

fこの持、郭沫若は政治的には鍔家の伝統を受け議ぐことを主張し、

経詩的には社会主義を導きとすることを打ち出していた。一体、こ
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のような体制が中国において真に実現可能だろうかの f議機から、真

の瑳解と運用にまではまだ一つの過程がある。この中で、郭沫若の

一般の資料や現実の行動から考えて、まず最初に理論的洗礼を郭沫

若に受けさせたのは、恐らく向上議のこの本であったであろう。 j

( 10) ：郭沫若の f鱈人資本主義（原文、鱒入資本主義一中井控） J 

< r孤鴻j 、1924・8、前掲）の概念については、次のように理解して

おきたい。河上議は、 行士会組織と社会革命に関する若干の考察J
f中篇 第 3霊堂 社会主義市！と偶人主義的島由 j において、アダム・

スミスの理論等を念頭に罷きながら、以下のように論ずる。鱈人主義

的組織の下においては、その成員は自らの経済的生存について各自が

寅任を持ち、社会は資任を負わない。また一方、社会は成員個人の経

済生活に対して子捗を加えない。この錦人主義制の発展した特殊な歴

史的形態として、資本主義がある、とする。また郭沫若は、 f一個偉

大的教割 j (1925・4・26, U警報菌lj羽jj第 96号、労働節記念号、 192

・5・1）で次のように

f或る者はアダム＊スミスの学説を信奉する。鶴人の天賦の人権を

毒事撃し、個人資本主義｛原文、観入資本主義一中井註） Iこ対して、

加えることを許さないだけではなく、

の富源を増やすように努力すべきだ、

する。 j

の号！用の後列部分で、季五沫若は f鶴入資本主義j を自由放任主義に

いた繁本主義としている。さらに、 f社会革命的待機j (1926・1

・19、 『洪水』第 1巻 10 ・11期、 1926・2・5）では、 f個人資本主義

（すなわち『現在の経法制度』である） J、とする。

以上のことから、私は、郭沫若の f鶴入資本主義j ( 1 9 2 4年 7

J:l 2 2日付け何公敢宛て審簡＜ r社会革命的待機j 所収＞では f私人

資本主義j とも言う）の境念を、儲人主義制的経済組識としての資本

主義、という意味に理解しておきたい。故にそれは社会主義と基本的

に対立する概念、であり、また国家資本主義と対立する意味を含む概念

である。

(11) ：郭沫若は、 『創造十年続譲J （上海北新番潟、 1938・1、前掲）で、

行士会組織と社会革命に関する若干の考察J (1922・12）の内容に対し
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て疑鵠に患う点を述べた後、次のように言う

fこれがこの本に対して誌の、満足できない所である。後に原作者持

上博士は私に卒紙をくれて、後自身も議足できず、初接の刊行後、

出綾所に言って印制発行を静止した、と言。った。態持者の学者約良

心は敬躍に櫨するものである。 j

v の F創造十年続額Jにおける記述について、三点穣認しておきたい0

1 . 円士会組織と社会革命に関する若干の考察111土、岩波筆書店全集按

の場合第 14践（ 1926・2・1）を議本としている。すなわちこの本は少

くとも第 14援の時点までは出援されている。上詑 f叡造十年続纏』

の記述によると、初醸の刊行i査後藤刊したようにも読めるが、実際に

はそうではない

2. 郭諒若は、 f託金革命的時機j (1926・1・19、前播）においては、

『社会組織と社会革命に関する若子の考繋J (1922・12）について繋

戒しえない点、を論じた後、次のように言う。

「これは、私が鞍始河上氏に対してうやむやのうちに賛成しえない

点である。私は畿の原文を翻訳する時iこ、本来車くから手紙を警い

て教えを議おうと患っていた。しかし今に歪るまでまだ書いていな

い。だが最近畿は私iこ苧紙をくれて、設の f社会組畿と社会革命J
のー警は、現在の静究の到達点からすると、すでに議足できない所

が多い、と言う。転がここで反駁している点も恐らく援が議足でき

ない所であるのかもしれない。 j

ここからすると、郭掠若は、 f社会革命的持機j (1926・1・1討を警く

少し前の時点において、向上重菱自らの、この本iこ対して不満である昏

の手紙を受けとった、と思われる。 （この方が待関的には離離が少な

3. また郭法若は、疑摺に患った点についての問い合わせの手紙を河

に出さなかったことが分かる。これを出す以前に郭沫若は、河上

撃から手紙をもらい、河上肇自身がこの警に対する不識の多い皆を述

べた、とする。 < r謹I]i蜜十年続議JI< 1938・I＞では、この摺い合わせ

の手紙を出したのかどうかについて、郭球若は明言していない。）

恐らくこの三点について段、 f社会革命的時議j ( 1926・1）の記述

の方が『創造十年続嶺』 (1938・1）よりも詳雑であり、立つ詰額性が
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高い、と思われる。従って、 f創造十年続編J ( 1938・I）にのみ依拠

する［河上肇と中国革命j ( 1J、野信爾、 f不屈のマルクス主義者 河

上翠JI＜現代評論社、 1980・9・20＞所収）の、郭沫若と河上塁審に関する

記述には不正確な所がある、と思われる。またその点については、

r t可上重義的著作在中弱j （呂元明、季子IJ W吉林部大学報＜社会科学＞』

1 9 7 9年第 2期、邦訳、一海知義訳、 r fRf上警護全集J第 20巻付録

月報、岩波審店、 1982・2）も同じ。

(12) ：これは、ブラッケ（ Bracke）宛て 18 7 5年 5月 5日付け審簡と

ともに送られた『ドイツ労働者党縄領評注』 （『ゴータ繍領批判IJj] ) 

を指す。 『河上議全集 第 11巻』 （岩波審店、 1983・1・24）の「解題j

（山之内靖）を参照されたい。

( 13) ：郭沫若は、 『社会組織与社会革命J （商務印書館、 1925・5）におい

て次のように訳す。 （この訳文は日本ではなかなか克ることができな

いものなので、引用しておきたい。引吊の仕方は註 6と間様に、本来

の繁体字を簡体字に改めた。以下向じ。）

「掠其｛古札所i見， 主主克｝軒之ffri¥1共，a:主文分均二期：第 a 期 i:if称え］半

成期，第二期可 J材、地完成期。 11:Jrt等吋期之前，出資本主文社会推移

到共tr.主文社会的．吏イ＝）ャs ノトui境期一 我世得弓克Wr是述梓的想、法。」

( rド議第ー一市以資本主文向社会主文推移之泣程＜昌克斯之理想、

及民主上克之iニI程＞第ヤ♂ ii 以資本 l::文向共tr・ 主文之泣渡期 J ) 

(14) : r i主以経詐．力・1m而吉．是 f革命的変革吋期』：以政治方面而吉，是

践す持fri開 f元持者之革命的抜収』的『政治的近渡期J。」 ｛「下篇第

一章第－宵J ) 

(15) : r此以政治 }Jl商品.H,J，是克戸者抜奴之主行；以祭済方面玄肘，是ー

切生井手段知子関手f. 革命的変革関以ちた現。 J （「ド篇第一章第一

¥1 J ) 

( 16) : 「辻渡期完結Jfi，社会始人 F共件主文之吋代。然記弓克斯思想、之特

征是註重在民史的友展的。 （中略）然強他深信者完成的共.，.'r.主文是不

能‘企而及的， 子此ftli,以；9共芹主文要先符迂半！主WL 黙后才能述到完

成期。 j ｛「下篇第一章第二官共戸主文之半成男jJ ) 

( 17) : 「迂波期完結岳， f§''.i'.:済万部， 一切的生許手設之国有始得実現。

（中路）据弓克斯底見解是も依此生芹手段之国家的銃一句芳劫之社会
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( 18) 

的結合之 f全生FJ5法之変革J，必然地鰐 的生P)J之増加。 J

( rド議 11 J ) 

治手よ予言， rfri牧装『坐荻牧人』的存？挺， 一切出J

fl：前提出的芳治相htz地以社会上各名取得 A 定

的損鱗。各十人 F子－ －科1形式内拾弓社会合0芳えb，子部詩形式内又立ll

地以社会取［illJ，高速…点 仁 就 泊 所 間 f対子芳劫全部牧益fr'.l校手IJJI

実現工的. J ( r下篇第一章第三官J ) 

( 19) ：「共芹主文 f在l有的基融上安展J吋単退社会之生F是会巨大地

！長畏．将来保 t1E各人 j長生活柊不会是同域的事故了。那！？す按共子主文詮

i1其半成期袷入子完成期。 j ( rド篇第占章第三官共戸主良之完成

期」｝

(20) : r r生件力与十人之全 mi的ど展同封増加，共同的；高之 A 切的援泉十

分流出之岳，… 其i吋社会始（中路）布其旗号 j：可以 -p：；若＜存在所能，

取持？？誌＞（中藤長）的伝活 ［0 J J ｛ 「 下 箆 第 一章第 三官J ) 

(21) : f社会革命之印史可i立、分；七三吋期。第 a 期是精神的准各対tt

期是政治的故斗i吋代‘ 第三期是笠務的経営i吋代。述控区別就主主？？？知道

的諮問在タ1J".1" I定各著述［tJ是表現存根明白的。 J ( r f篇第五章犠民

革 命 斗 社 会 主 文 革 命 第 二 11社会主文革命史之：三対期J ) 

(22) ：ヒノレキットの警名は、向上撃の関誌によれば次のとおりである。

fHillquit. From討arxto Lenin. 1921. P. 92J （下議第 5

第 4r夏）郭沫若は、 f希な＇：＂長捨； F以 Lb克誇i；主列すfJ J （「下結第五

第四官政治法斗（征鰻有井者）之告す持JJ ）と訳す。

(23) : r i精神的滋あ（安｛守主主〈｝！付期 一 革命治之斗字予期

社 会 主 父 譲 命 i政治的故三十｛征線有弁者） f付 期 一 ！ 革 命 之 斗 争期（ 実 行政治被命）

I l務命活之三十三予期（鎮正反核命｝

i：経済的設管｛経営r,iv.）的期 一 ｛ 希8'~慾之期刻中不合此甥） j 

Fド議 $1i.章第四市J ) 

(24) : 「忌、之，政治革命最社会主文革命第二期之政治：桂三i，期之汗始，在 jさ

吋長，社会才走封斗克新之所 i寄『泣渡肘期』。 iさ十迂渡吋期随

期之経済的経営顎之延長 rfri延長。 j ( rド 議 第 五章 第八 背祭許的経

営＜許並祭膏＞期与社会主文革命之成就J ) 

ここで辻、河上議は f経清的経営の待期j の一部を f革命的変革特
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期j ( r過渡期J）に入れているように受けとれる。しかし f経済的

経営Jの内容の嬬をどのように解釈するかによって、後に挙げる郭沫

若のような結びつけ方も可能と思われる。

(25) ：葉桂生は f翻訳 f社会組織与社会革命』所起的影響和作用j （前掲）

で、社会主義革命の時期区分とその長期性について、以下のように河

上壌と郭抹若の認識の共通性を指繍する。

r （河上襲撃は次のように考える。一中井注）当時、ソ連は政治革命

の基本経務者完了した。レーニンの指導の下に、無産階級執権の新

国家を建設した。しかし、経済革命はやっと着手したばかりである。

社会主義革命の長期性についてのレーニンの表明によれば、ソ連の

革命の徹底的成功は三期に分けなければならない、精神的準犠の時

代、政治的戦関の時期、経済的建設の時代である。ソ連はすでにど

のような状態なのか。郭沫若は言う、 f現夜のロシア革命は第二期

を終えたのみで、なお第三期のもっとも長い時期が始まったばかり

である』、と。 j

(26) : f箭 i脅迫渡期要経近多少吋侯陀？共戸主文成第一期又要経i立多少吋

侯蝿？弓克；罰対子此没有什ネ答辞。列守也i見 wirwissen es nicht 

und konnen es者issen （我引不知道．也不能知道）。」 ｛「下篇第

章第三官共F主文之完成期J ) 

(27) ：このことに関連して、向上壌は、 『社会組織と社会革命に関する若
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干の考察J f下籍 第 6重量 第 8項 社会主義への推移j でレーニン

の所論を次のように翻訳し紹介している。

f資本家的関係の此の状態から、社会主義への薩接の推移を実現す

ることは、果して可能であるか？然り、それは只一つの条件一それ

は驚くべき科学的労織の完成のお蕗で吾々が確知した所のものーに

於てのみ、或る程度まで可能である。その条件が即ち電気化だ。

（中路）けれども喜々は、此の『一つJの条件が少くとも数十年

（中賂）にl[る仕事を要求することを、普く知っている、そうして

喜々が此の期間を短繕し得るのは、英器、独逸、及び米国というよ

うな国々に於て無産者の革命が勝手1Jを得た場合に摂られる。 j （郭

沫若は上引の文章を次のように訳す。 「犠歩斯全国一鍛所行的是資

本制以前的美系，要以此状本一恵推移到社会主文去．究寛是可能喝？



十条件－ j去十粂件諸我有〕

位是．

化。＜中路＞

1>也要費数ト年， ＜中路＞技官j是f良知

f＂者革命成功対ー設す］才能記述十時務

鎗短＠」＜ r下露第六章第八官向社会主え之捻移J >) 

向上撃は、 fγノレタス主義iこ謂う所のi議議期についてj （ 

第 13巻 6号、 1921・12・1、底本は、 n可上議全集 第 11 

警j苦、 1983・1・24＞）で、向上の文章を引し、た後、次のように雷う。

［之で見ると、露西亜の過渡期i立、今からまだ少くとも向う数十年

に亙るものだと云うことが分かる。 j

(28) : f没有自科学上最新之腎訳！？？建的大崩護之資本家的技本，没有系銃

的揺家組娯可以｛吏数百万人観 ~）、子生井物之生芹及分配的時 a綜准之戸

密的遵守対，社会主文釘f長是不可能的。 （中路）

更次，没有国内的 Jc／＇二者之支配，社会革命車是不可能的。 j

（「下議第六章第二苦 諮意志的国家資本主文J ) 

(29) ：［下議 第 6章 第 2項現時の欝留における経詩麗の種々 j にお

けるこの部分は次のとおりである。

r- 2室等的な、 t!Pち主主しき翠度に幼稚な、農民生産（訳者詮、蛇

の襲民は自足経請を者む）

一、小規撲な商品生産（穀物を売る農民の多数は之に含まれる）

（訳者誌、比等の農畏は其の生産物の一部を南品として売る、けれど

もまだ資本主義｛としていなしサ。

コ、悲的

自、関家資本

五、社会

郭抹若訳 rF議 第 六 官環日す鍛国経済jぷ之持持j によれば、

この部分の全体は次のように訳されている o

r （ー）芸記長記j. 部程度甚託的衣民生reo 

（二）小規模的高品生許（ 1比中包含蟻実五谷的衣民之多数｝。

（三〉記的資本主文。

（四｝国家資本主文。

（五）社会主文。 J
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(30) : r r国家的基賠資本主文是社会主文最完全的物底的准各．是走遊社

会主文的＜大打＞．官是！万史速／ト険梯中之一級，在此級勾可以称均社

会主文之 a 級制，没有別的騎段存在了。』 j （「下篇第六章第四苦

国家資本主文是走向社会主文之通路J ) 

なお、 fさしせまる破局、それとどうたたかうかj (1917・1 『レーニ

ン 10巻選集』第 7巻、大丹審J吾、 1969・11）によれば、次のとおりで

ある。

f国家独占資本主義が社会主義のきわめて完全な物質的準備であり、

社会主義の入口であり、それと社会主義とよばれる一段とのあいだ

にはどんな中間の段もないような歴史の階段の一段であるからであ

る。 j

(31) : 「在物民的．径許的， F.'lt的意文上，我官］嵐没有走封社会主文底

r大fh ，井旦我 ffl 不経迅速十 r 大 i、〕』吋没有路五H~J 走遊社会主〉足。 j

（「下篇第六章第四行J ) 

(32) : 「資本主文比社会主文様是一件患害，但是資本主文比泊中世的制度．

小地楼生r'z:.. iJ＼錦織生 1記者之分散rrr1半生的官僚政治，述要算是一神氏

問。 Ftl小規模住戸向社会主文よ出銭推移，我｛｛］述不能実現的対候．

表部吋娯某枠符：度的資本主文乃小規模生P及交換之本蹟的戸物，是不

謹免的，在 JJ~ 吋候． 我ffl不能不；己資本主文（尤其是記rt主主引到国家

資本主文之賂上的）当作小規模生許 可社会主文 j河的！可接的連鎖，利用

来作えj提高戎関与tFh之手段， j立程， h法。」 （「ド篇第六章第八

世J ) 

(33) ：また郭沫若は、 f到宜輿去j (1924・12、前掲）で次のように言う。
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f物質的に遅れた国家では、社会主義に対する檀れがやや先に生ま

れる。議々な経済以外の機縁によって、社会主義者が政治革命の成

功を護得し、その後物質的生産力を促進発展させようとする。その

特には国家資本主義を除いて、地の道はなし、！訟明なレーニンがロ

シアを指導する根拠はこういうものである。私達中国は正確に彼か

ら学び、正しく主義を把持し、計画を持つことにより、当然自由放

任主義に反対しつつ、主義を同じくする人を耕合し、社会主義の政

治革命を実行する。この革命が成功した後で国家資本主義を行うの

である。これ以外に、私達にも別の方法はない。 j



葉能生は、 「鶴訳 F社会組織与社会革命』所起的影響和作用 j

＜成都出絞社、 1992・9、前掲＞所収）で次のよう

に指摘する。

f作者（海上壌を指す一中井注）はなお、マルクスの意見にもとづ

き、現段時の無産指級は、政治革命の開始により政権を獲持する w

とまで可能であり、資本主義から社会主義への移行のために条件を

つくりだすことができると考える。 （中賂） 行士会組織与社会革命』

の翻訳が郭法若に与えた影響は通常のものではなく、これによって

郭沫若は、自らの一生における議関の毘標（社会主義革命）を初歩

的に真に打ち立てた。 j

(34) ：読に注 8で触れたように、改眼重印本件士会組譲与社会革命3 （上

j懇高務印書館、 1951・7、第 2肢）の f序j (1950・10・23）で、郭沫若

は奨沢炎の提案の一つ（下議第 6撃を削除する提案）を退けている。

r （この第 6撃を一中井注）留めておくことが、本書全体の内容を

的確なものにさせるし、河上構土が当時一歩議選しようとした

方向会示すことにもなる。 j （「序j 、1950・10・23)

また往 5で触れたように、郭沫若は第 6芸震のレーニンの文章を原本に

より捕って完全なものにしている。

｝うした喜多自体が、レーニンの国家資本主義の｛立麓づけに対する、

ひいては河上撃の f一歩議選しようとした方向 j iこ対する、郭沫若の

変わらぬ高い評｛揺を示す。

議接生i立、 f翻訳『社会組議与社会革命j罪起的影響和作用 j （前

掲）において、向上翠が件士会組織と社会革命に関する若干の考

下議第 8撃でレーニンの f農業税の意義j を翻訳した内容をとらえて、

門学者（部上翠を指す一中井注）は、 F語家資本主義』は社会主義へ

移行する時の必ず経出する道だ、と考える j 、とする。葉桂生は、レ

ニンの言説を向上議自身の直接の所論であるかのように紹介した上

で、次のように指捕する。

f；五I上議はなおとりわけドイツをとりあげて研究する。 ドイツのよ

うな国家は、緊本主義経議がかなり発達しており、もしも一旦政治

革命の成功を護持するならば、ただちに擾めて容易に帯国主義のす

べての外殻を打破し、それほどの力を費やすことなく、或いは撞め
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て少ない臨難のうちに、世界iこ真の社会主義国家の誕生を確実にも

たらすであろう。向上撃の構想するこの計蕗はまったく成功しなか

った。逆に、この時期においてドイツはファシズムの犠床となった

のである。 j

f郭沫若も作者（河上撃を指す一中井注）のこの方法に賛成した。

1 9 2 5年 10丹に書く『窮漢的窮談Jという一文で、郭沫若は次

のように言う。 『私達の知つてのとおり、ロシアは共産革命を実行

している関家であるが、今、まぎれもなく国家資本主義を実行して

いる。』 （中賂）中国も閉じであって、もしも政治革命が成功した

ならば、国家資本主義を行うものであって、 『それ以外の方法はな

し寸。このような郭沫若の言説l士、実際上中国の特徴をとらえてい

なかった。藤畏問題こそが霞家革命の中心である。あらゆる問題は、

後の経済建設と改革を含めて、これを基準とする。中閣の

ような国情において、 『国家資本 を高談するのは時宜に合わ

ないことであった。 j

葉越生は、郭球審が河上議の（レーニンのでもある）国家議本主義の

位罷づけを受容したことに対して、上のように認めつつ、一方で郭沫

のこの考え方を批判している。

(35) ：河上撃は、 fマルクス主義iこ謂う所の過渡期についてj （『経済論
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第 13巻 6号、 1921・12・1、前搭）において次のように言う。

f一定の社会は、社会主義の実現に必要な政治形藤一即ち無産者の

執権ーを取ることに於て、マルクス主義に謂う所の過渡期に遊入る o

RPち過渡期の要件は、無産者の執権という政治形式である。 j

また『向上霊童全集 第 11巻J（岩波書店、 1983・1・24) f解題j （山

之内靖）によれば、河上議は 19 2 1年 5月 29日京大経済学会にお

いて fマルクスの所謂共産主義の過渡期と完成期j と欝する講演を行

い、その講演原積には次のような内容がある、とする。

「（ー） 『各人の自由な発展が万人の自由なる発壌の為めの条件で

あるJ ( 1 6 ＜講演原稿頁数、以下関じー中井詮＞）とするマルク

ス主義の理想、 z 到達目標は『空想的社会主義中の共産主義者J 〔＝＝

ゴ、ツドウィン〕のそれや『〔クロポトキンの〕 Anarchismと同じ』で

あり『何等新奇なものは無い』 ( 8）。そこでは、階級支配が無く



なると共に国家も消滅しており、 assoziierteIndividuen〔連穫し

た諸醤人〕による自由な自治の世界が現われている（ 1 6 ）。従っ

てマルクス主義；玄関家社会主義とは異なっている（ 2 9）。 （中路）

（二）しかし、理想状態に遺するための必要な手段として『無護者

の独裁（執譲）』という過渡期を罷く点で fマルクス主義は無紋府

主義と異る』 ( 2 9）。 j c r解題J) 

一部一




